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8 虐待に関する法令

1 児童福祉法
1昭和二十年 十二月十=日工律第百六十四=1          

最終改正 1平成二十二年 ,ヽ 月■+G芝律第-0五号
魂 ― 桑 すべての国民じ 児壺がき,と もに解やかに牛th 且つ 育成される tう 勢めな0ヽぼ●らなぃ
2 すべての提豪0 ひとしてその十電●保障され 雪餞されなければならなぃ

丼=|五条 燿慎語児●■,見 し,イ は こオヽを市町ll 都轟府県の設 =す
る褐社」場所オ しくは児■llは所又●1や委●

'介
して市町11 都道府県の設置する福祉専格何苦しくは児童相談所 ●遠告したけhrt,II

第二 十七筆

= 児童を4ヽ規模住居型児童美育事業を行う者_‐ しくは里規に委託し 文0乳児ぼ 児童贅譲施設 知的l●害児施
設 知的嬢吉児通曰施設 盲ろうあ児施設 穫体不自由提施設 幸症心身障害児施設 情稀障害児短期浩癖施
:嬌 しては掟■自立支翌施設に入所させること

第二十八条 ,議者八 その児童を虐管し 著しくその監諄を夏, その41保護者に監護させることが苦しく当誠児童の澪
祉を害する彎合において 驚二十七桑第一喘猛=号の‖

`′

とることが児

“

の寝略を行う名又は未■年後■人

のこに反するとき i 都道府県は 次の各号の措置を揮ることアできる
― 保譲者が親橋を,,者又は未腱年後史人であるとき0 家庭裁判所の承認を得て 第二十七条鶏―珀第二号の
構置を,る こと

二 保護者が鳴罐t行 う者又は未成年後見人でないときは その児童■■権
`「
う者文●未成年後見人に引きなす

こと ただし その月
“

を親権を行う者又は共圧年後■人に:き渡すことがその夕いの礼社めため不輸当であ
ると認めるときは 家庁蓋●所の承認

'得
τ 第二十七年第―項第二

=の
措置を採ること

第=十チ条 都摘府県知凛は 前条の,■によう精置をとるため 必要があると:=め るとき i f置委員又
`児
童の福祉に

llす る専務に,事する騒目をして 児童の住所若t(●居所又 tt児童の従業する場所に立ちスリ 必要な調査
又 ,質問

'さ
せることができる この場合にお●ては その身分■証明する:[票 を践帯さ■ ll係者のil求が

あったとき , これを捏テさ■なければなら,ぃ
第■+=条 児童栂護所長● 必要があると認めるときは 第二十六条第一項の七置をとるに至るまで 児童に-1,保護を

加え 又0壺当●者に委託して -11保話を加えさせることができる
机二十二条

モ 児童又 ,児童以外の商二十達に満たない者 |夕桑振び第二十二条の■
=お
いて「児童等Jと いう )の製権者が

その観権を■用し 又●言しく不
`i躊
であると■●民法 1明治二十功年法征第 ,ヽ 1ん号1綸ハ百三十四条の規

定「 【る鰻権喪夫の費言の講末は 同条 ●定ある者のほか 児童相談所長も こ●を行うことができる

2 児口虐持の嶋虹博に関する選律
(平成十■年二月二十四8法律第八十二号)            最終改正 1平成二十年十二月二B法●第 ,ヽ十五号

第 一 条 この法飩  児■虐待理 重の人権 ,著 しくl●害し その
`身
の成長及び人格の形成に,夫な影響を与えると

ともに 数が国における将文の世代の合成
`,も
膠念を汲ぽすことに,んがみ 児童に対する虐待の暴止 児奎

虐持の予綺及び早ヽ発見その地の児童虐符の防止 t llす る国及び地方公共御体のll務 児童虐待を受けた児童
の保護及び自立の支援のための措置等を定めることによ|, 児童虐特の防止■に関:る躇策を促進し もって
児童の権利利益の擁議に賣することを目的とする

第 
「
 条 この法αにおぃて 「児

“

虐待J とは 保護者 幡 権を行う者 末成年後長人そのltの書で 児童を現に監譲
するものをいう 以下同じ )がその監語する児壼 (十 ,ヽ版に着たない者たヽう u下同じ )●ついて行う次
にSげる行為を,う

― 塀薫の身体に外鶴ア生じ 又は生じるおそ
`ヽ

のある暴
`■
力1え ること

ニ ナやにわ,せつな行為をすること文は,■をしておいせつな行為をさゼうこと

= 児壼の心身の■常な発達を妨lfる ような著しい減食父 ,長 lil・3の放置 保諄書り外の同居人による前二号又 =
女号に掲げる行為と同l.の行為の放置その他の保護者としての懸議を省しく0る こと

四 児童に対する著しい渥言又
“

苦しく

'ビ

絆的な対応 狙蔵が同居する家庭にお●る配低者に対する塁力 健 偶者
1婚姻噺 出をしていないが 事実上婚姻関信と同様の軍情にあう者″含む)の身体に対する不法な攻撃し っ
て生命又●身体に■11を及ぼすもの及びこれに準する0身に有筈

=影
Eを 及ぼ ,古動をいう |そ のllのよ■

に著しぃ心理的外億,与えう言勁t行 うこと

第 二 桑 何人も ,最に対 し l.●待してはならない
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資 料 熙

第 五 条

第 六 資

3

発 t 条

第

携

学毅 児童l_祉施設 病院その他児童の福祉に業務上14繰のある団体及び学校の教軽員 児童描祉施設の騒員
医師 保繊師 弁護十その他児童のl●祉に■務上綺標のある者t 児良虐符を発見しやすい立場にあることを
8覚 し 児童虐行の早期発見に努めなければ,ら なぃ
児童虐行を受けたと思われる児童を発見した者● 速やかに これを市町

“

 
“

道府県の設置する福社事務所

若しくは児童相談所又は児童委員t介して市呵卜 都道府県の設置する福祉事務所若しくは児菫相談所に通告
しなければなうなぃ

il項の,1=よ る遜告● 児■福祉法 (1li,=|二年
=イ
1琥 n六十殴号)第二十五条の競rに よるH告 と,■

して 同弘の
`富

■を適用する

刑法 (明治四十年法律第四■五号)の秘密■示罪の規定その他の守秘義務にllする法IIの設定は 嬌―項の規
定によ.● ■告する義務の連守4妨げるものと解訳してけならない

市町:' 都道府県のよ口する福祉事務所又は提
"相
談所が前条第一項の規定による通告を受●た場合において

は 当識遮 t受けた市町ll =;¨ 府県の設置する稿社」務所又
“

児,相 ′,の所長 所員その他の議員及び
当詳通告を仲介した児童委員は その種務 :知 ,得た事項あって当:`通告をした■を特定させるものを漏らし
て ,な らない

3 饉
=者
燿得の防止 障害者の機螢番に対する支糠鮮に関する法律
(平成二+三年六月二十四日法律第七十九号|

第 一 条 この法律 ! 障害者に対
'る

虐|.・が薄害イの車厳を害するものであ|, 陣害者の日立及び社会勧 1に tっ て競

吉イに対する虐●を防止することがllめて■性であること等に籍み 

“

l'i者に対するに■の禁止 ,吉イ
=待

の予防及び早期発見その他の障害者虐待働 止等に開する国等の責務 饉害者虐待を受けた障害者に対する保
護及び自立の支纏のための措置 姜語者の負担の軽減を図ること等の姜護者に対する晏護者による陣香者虐待
の防止 ,資 1●支援 1以下 [薬護者に対する■撮Jと ぃう )のための措置等を定めることによ|, 障害杏虐
待の防止 蜃護者に対するi援等に関する施策,促進し もって降害者の権利利益の輝設に資すること■0的
とする

第 = 条 この法律におぃて「障害イJと は 障害者基本法 (昭 10四十五年法イ,第八十m号,嶽=条第一号に規定する障
零者をいう

2 この工律において「
"害
者虐符Jと は 美護者による障害者虐待 障害者福祉施壺従事者年による障害者虐待

及び使用ま よる障害者虐待をいう

五 条 回R● 陣帝者虐特の防止 養護者に対する支援等の螢要性に関する理解●深めるとともに 国又は地方公共
団体が講ずる障害者虐行の防止 要護者に対する支援等のための権策に協力するように男わなければならない

六 条 口災び地方公共回体の障害者の福社に関する事務を所掌する田局その伸めFk脈機関し 摯害者虐待を発Fしや
すい立場にあることに鑑み 相互に緊密な連携,日 ,つつ 饉害者ぼ待の早蛾発見に努めなければならなぃ
2 障害者福祉施設 字栓 医療機閉 保健所その他種害者のl■ l■に業務上開條のある□体並びに障害者福祉施設
従事著譲 学校の駐員 医師 歯科医師 保健師 参議土くの他障害者の福祉

「
騒務上関係のある者汲び■用

宅0 障害者虐待
`発
見しやすい立場にあることを含兌t 障害者虐特の早期発見

「
努あなければならな,
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子どもの虐待とは保護者がその子どもに対して行つた 0身体的虐待 0性的虐|. 0ネグレクト 0い理的虐F●
の4つの行hを言います。(P3参照)0と 0は歯科と閲係が深く 特にデンタルネグレクトの発見ま 虐待を早い
段階で防いていくうえで重要です (P9参照)

1歳 6か月児健診・診察時
1歳 61ヽ月児●診の日JIのひとつは 子どもの障害や
疾病 気になる親子をスクリーニング[ 了育て支援
が必要と思われる家庭を援助していくことにあります

母子健晨手帳や俣撻l● 歯下衛年十
`と
による円診結果等を確認する (担当者に|● く)問診結果等の確認

区  分 掟調ボイント 主意するボイント

一般事項 家艘疇成 出■1鑽位
■,鵬攪

C子どもの量斉R境に注意

母子腱腰手帳

発育状況

妊振■ ご生負の状況

体重 身長の発晋漱況

0夫婚 離[ 母規の年F 既往庁 l.済
=沢O撻診 予妨技頼専の履を 出産峙の体重

O極端な身体発青不良 ラクレクトのコ■J

運動発遷 正常な澤動発達をして

いるか

O指先て預み六をつまめるか
O自分でコンプを持つて水がむめるか

精神発選 正常な精神発達をして

tヽるか

0意味のある言葉を郭せるか
l●簡単な指示が二解できるか

0看|1発達の遅れ
ネケレク ●`Tr■

生活書慣 うにリスクとなる

生活習慣の■魚

●牛ヽリスム (這床 掟展 食事やおやつの時間)
°
競ξ賜聡贅最121軍需i糟召継驚讐魯菖ξlや

つや    iグレクトの
「
確

仕上げ店きの習慣 フッ
``物
配合歯店口C使用績況)

子育て状況 青児の負担感

百児不安

●子育てに■浴があるか

()子青てを相談する相手がいうか

O子育てを支援してくれる人/1口 りにいるか

心配事の有無 Ol.序票に:●Jlがない場合も歯科医詢の立場で尋l.る

2 歯科診察の手順と観察
手 順 観察するボイント

1 入室時の様子 ●歩き方 子どもの表綺 最子の様子 ,不自然な点はないか
2 あいさつ

願頂面 顔掟 □E機能の視診
●あいさつと同■に 頼画の損像 骨

`や
菫属の偏位

口唇門鎖 舌の動きや位置を,i察する            ネケレク のヽ
「
モF

O子ども自身やま用の清淑底                 ■´コ店′lri,t●
0千足の外,の有魚

3 頭部の視診 0歯科医師の膝の上に対児の頭部を保持した
頭
=]=外
傷・ li托 傷等がないか涅察する

際 |
,● :,宵′■■■ |■ :‖

4 歯垢付着版 の視診 ●多量の歯t付著 F■タルスク ク́ ト●可|II

5 乳歯の萌出状況 0軋歯萌出の遭カ ●″ |ク ト,,F■

6 う敵 要幌察歯(CO)の視診 O極 ,■にう馘が多tヽ ■度のう敵 デ■,'´烹クレクト●iF■

7 口腔蜘 機の視診 O■■の商力炎
Otth 山賞 `ヽ帯

,

'タ
ンク ト
''可
にJ

り
'1年

'I●,,F'苦 同F‖,艘 □ちのI●儀
′タ

8 その他の異常の視診 O口;J"能の●t■の遅オJJな |

〇子ども虐イ1のInがないか
かヽ

ここまでで「おや、何かおかしいな」という項目があれば
次の診査項ロヘ進んて下さい
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3口腔 顎顔面
●多壼の歯場沈若

こ多数のにわたるう蝕

●mの 歯肉炎
■歯 歯周組織の損傷

□唇

●顎頑 面

眼

耳

頭螢部の診査 (Pm a 22参照〕

画の外傷 説明のつかない歯融 折 歯根破折 菫色態
歯の勁経 歯の前由

歯肉 舌 口腔粘膜 小帯 口歴の不自然な傷
願頚部の損儀

瞑の周 りのあさや出血点

単介
=`の
損傷

“

慮の事故によるl●傷 |よ少ない )

|・lこ える力`どうか

な  晏骨骨折
直  点t出血 蜜状頂 (首を餃められた跡 )
頭部 頭豊内の種″の損傷や技モ痕
不自然なあさ ツ下出血 贅色■ 骨折

口身体的虐待が疑われる部位

:日 常生活で損傷しやすい輸支

5 子どもの様子 (P掲参照)
=身
具 体重がある

'う

期から増加 していない

t規つ前で蚕糖する
C現になつかない
|｀現と別れても泣かない

0おさえがある
つ表情が乏しい

0美わない
|'■行動の異常 (がつかつ文べる 過食 拒長 )
0自傷行為がある
●身体や表田が,■潔でない

●親の顔きをうかがう ビクビクしている
●異様にせえる

6 保護者の様子 (P‖参照)
ご母子健康手帳をきっガ'け に得られるハイリスクな状態

蟻姻状態

妊娠出産時の状況

手帳の発行P況

手帳の,■11況

=病
院 スタッフヘの不泄が多い

3保議者の衝 主圧 C首 率鉤依存 心槽内科の受診 う0病等 )

●保険証がない

い子どもへのI‐ し方が不自然

|.しつけに厳 しtヽ  子ともをひとくし力'る
●疲れたlF子がある 表信が暗い

0子どttき ちんとした良
=を
与えていない

O子どもの事故
=対す
る1破がない

0発症や贅燿 I況が説明てさない

い頷明か二転三転する

(,受診までの時間経過が長い

0子ともの病1夫  診断 誠瞬に関心がない

0待合室て ヽラブ■をおこす

0経済的に余裕がない

0青児に対する不安がある 宗裕かない

`調
国に子育てを支援 してくれる人がいない

り親と子の測曽のアンバランス

★気になる点があれば躍診票に記入し 側建師 歯科MIL等 担当者に伝えてください
★診罰所の場合ま市区町村の子育て支援課等に連絡しましょう

￥
び
“

4 全身の診査 (P20参照)
=あ
ざ

3打樹 島
●火傷 (たII= アイロン 熱撮 )
螂lF(特に 2茂以下の骨Ijlに 注意 )

。36●
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子どもの虐待とは保護者がその子ともに対して行つた 0身体的虐待 0性的虐待 0ネグレクト O心理的虐行
の4つの行為を言います.(P3参照)0と 0は歯科と関係が深く 特にデンタルネグレクトの発見は 虐待を早い
段階で防いていくうえで重要です.(P9参照 )

3歳 児 健 診
3歳は自我が手生える大tllな時期です 何ても自分の
思い迪りにしたがり ■のいうことを聞かなくなリ
子ども虐待が増えていく年鈴てもあります

問診結果等の確認 母子撻藁手帳や保健:1 歯科街生士などによるF・・多寛果等を確認する (ln当者に聞く)

ここまでで「おや、何かおかしいな」という項目があれば
次の診査項ロヘ進んで下さい

●37●

区 , 確認ボイント 注壺するボイント

一般事項 家族構it 出生輌位
生活環境

O子どもr●警青環境 =注意

母子健籠手鰻 妊振中 出生後の状況 O未婚 理婚 ヽ親の年姜 賄 歴 経済状況
O選診 予防接種等の履歴 出産時の体重

発育状況 lt重 身長の発育t●況 0種蟷な身体発育不貞 |グレク ●C=ぼ

運動発違 正常な運動発達をして

いるか

0ク シヨンなどでカ
●手を,わ ずにひと

(ヨ)が書 ,るか
りで著段をのほれるか

ネグレク■●●能三

精神発達 正常な精神贅連をして

いるか

0名前や年齢が言えるか
0色ヽ物の大小が理解できるか
O精神発達の遅れ

ネグレクト
"可
能||

生活習慣 う」リスクとなる

生活昔償の有無

O生活リズム 祀 床 就軍 食事やおやつの時間)
〇生活習慣 崚 事の内容や食べ方 砂僣を含むおやつや飲み物の摂取
卒乳 嗜乳瓶の使用 画嬌き 仕上げ店きの習慣
フツイ
`物
配台歯慮剤の使用●●況)              ●ク´クト,可■■

子育て状況 育児の負担感

育児不安

〇子育てに余裕があるか

O子育てを相談する相手がいるか               ―■ |‐ ● |●
0子舌てを支援してくれる人がロリにいるか

心配事の有無 O間課 に記載がない場合も●科医:Fの立場で尋ねう

2 面 斗診察の手順と観察
手 願 観察するボイント

1 入室時の様子 C歩き方 子どtの表情 規子の様子に不自然な点 Jないか
2 あいさつ

頸晨回 頑貌 口笠機能の視診
0ヽいさつと同時に 預面の捩傷
観察する

0子 ど●自身や表田の痛潔度
O手足の外傷の有無

骨格や顎骨の偏薇 口言閉鑽 舌の動きや住置を
,ク レクトリ

'1■
世

リケ

"=行
●可|11

e 頭部の視診 O面科医師の膝の上にⅢ児の頭部を保持した際に 頭
=「

に,1福性脱毛 福等がないか
銀察する                         ・ l● 11f`|● 可■1

4 慧垢付着状況の視診 O多量の由r_付着 デンタ|,ネク′クト●■に■

6 乳鐵の萌出よ況の観診 O乳歯萌出の退漱 ネタ !´ク ト

`,■

に■

6 う蝕 要観察歯(CO)の視診 OⅢⅢ「 う●が多い
0安治荼口の放百

重●のう蝕
デンタ,,ネ ク [′ク のヽ■にF

7 口歴軟錮鑢の視診 0■■のは内炎
0口特 歯肉 4ヽ帯

テンタ■ネケレク・ ■可「
■

■件

“

|● 0「
「
●舌 口腔粘膜  コ蓋の工,観

8 その他の異常の視診 0口産機走の発達の退れはないか
0子どt虐イiの,駆がないか



3口腔 顎顔面 頭頸部の診査 (P20022参照)

「

多量の歯垢 ll着

●多破薔にわたるう蝕

●理度の詢肉炎

●歯 歯周組織の,哺
由の外傷 訳朝のつかないな冠頭打 歯根破折 変色歯

ロト

●顆護面

眠

耳

歯の勁牝 歯の脱由
歯肉 き 口控継贖 小帯 口彊の不 n繁な傷
頭頚部の損傷

憩の周 り0,あ ざヤ出而点

耳介部の損鶯 (不慮の事故によるう傷は少なt,
|● こえるかどうか

鼻  鼻骨骨III
首  点1ヽ出血 索 l●慣 (首を校められた跡 )
頭部 頭皮内の複数の損傷や抜毛凛
不自然なあざ 皮Tttm 交観  彎折

4 全身の診査 (P20参照)
,あざ

tlI盤傷

●火傷 (たばこ アイロン 熟潟 )
.骨lF

5 子どもの様子 (P崎参照)
0身長 体■がある時期から増加していない
1製の前で妻縮する
●親にな●●かない

[|1通
^な
い

●多効 落ち看さがない
,うそをつ く
じ絆徊する

Cかみつ く
:嗜t暴

自身件的虐やが疑われる部位

J日常生活て損傷しやすい部位

横ばい ●食行動の異常 (むさぼり食い 過■ 拒食 )
●自観行為がある

0唇脩のコン トロー,●がlllし ぃ
つたれにでもべたべたする

じ無表情 姜わない
●親の面色をうかがう ビタビクしている おびえがある
●現になつかない 親と,1れても■かない

6 保護者の様子 (P‖参照)

●異虻 甘える

[身体や表凰か済丼でない

うつ病等 )

母子健康手ほをきoかけに得られるハイリスクな4●態
婚姻状懇

好娠出産時の状況

手帳の発行11況

手帳の記載状況

=保
護者の脂 ■[(洒  藁初は存

=子
ともへの長 し方が不自然

「
'子
どもに対 して拒否的

●鷲児に対する不豊がある 余 l●がたい
て

"れ
たlF子がらる 表情が暗い

らしつけに阪しい 子どもを0どくしかる
ご子ともの3“ |●対する配慮がない

●発症や受偏状況が講明できない

説明が二転三颯する

●受診までのFr間経過が長い

■子どもの病

't 
診晰 試明に関,bがない

●保陵証がない

●ヽ合室τ トラノルをおと ,
●病院 スタ ンフヘの不満が多い
●I・済的に,おがない

=子
どもにきちんとした食事を与えてtヽない

C周囲に子育てを支援 してくれる人がいない
0親と子のま腿のアンバランス

☆気になる点があれば饉診票に記入し 保撻師 b14衛生士等 担当者に伝えてください
☆診療所の場合は市区町村の子育て支捜課等にE18しましょう
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